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事 業 報 告 書 
（令和 7 年 4 月 1 日から令和 8 年 3 月 31 日まで） 

１．事業の概況 
（１）事業の経過・成果

当会計年度における我が国経済は、「米国の通商政策等による影響が一部にみられるものの、
緩やかに回復している。今後については、2年連続で5％を上回る賃上げが実現するなど雇用・所
得環境の改善が続いていることに加え、各種政策効果が経済を下支えすることが期待される。一
方で、足元の物価高の継続が個人消費に及ぼす影響が我が国経済を下押しするリスクとなってい
ることに加え、米国の関税措置等の影響による下押しリスクにも留意が必要である。」とされて
います。 

このような中、本市の観光動向を示す指標である「令和 7 年度彦根城入山者数」は、668,363 
人で前年比 105.5％、コロナ前の 2019 年度比では 91.3％となっています。 

こういった状況の下での当社の令和 7 年度第 23 期につきましては、令和 5 年 4 月に策定した 
新たな経営改善計画に沿って抜本的な経営改革を進めてまいりました。この中で団体客の誘致につ
いて、バスの年間誘致台数は、595 台と前年比 80.4％と減少しました。やはり、運転手の拘束時
間や休息時間などが改正された「自動車運転手の労働時間等の改善のための基準」が施行された
いわゆる「2024 年問題」に加え、運転手不足や燃料費の高騰も影響しているものと考えられます。 

また、大阪万博が開催され、バス会社の旅行商品が万博にシフトしていたことも送客数の減少
要因としてあげられます。 

店舗での小売や卸売、委託販売の売上は、2024 年秋に店舗名称を「ひこにゃんミュジアム」に
変更し、2 階にギャラリーを設置したことや 2025 年 5 月 31 日には、1 階ひこにゃんショップの売
場面積をこれまでの 2 倍となる 33 坪に拡大したことから通路も広く、車椅子やベビーカーでも楽
に買い物ができる環境となり、さらに、新たな商品開発により、商品アイテム数を増やしたこと
から来店者数・客単価とも上昇しました。 

また、昨年 10 月に滋賀県で 44 年振りに開催された「国民スポーツ大会・障害者スポーツ大会」
は、彦根陸上競技場がメイン会場となり、熱戦が繰り広げられたことや、サッカーチーム「レイ
ラック滋賀」が J リーグに昇格し、同じく彦根陸上競技場がホームスタジアムとなったことも加わ
り、県内外から競技者やサポーターが数多く来店され、買い物をしていただいたことも売上の増
加につながりました。

次に、ふるさと納税については、キリンビールを扱う他の自治体との競合もありましたが、利
益を落とす価格競争に加わらなかったことや利益率が高いキリンビバレッジの商品の注文が増加
したことにより、収益性が向上しました。 

次に、賃貸収入について、テナント面積を縮小して、ひこにゃんショップの売場を拡大したこ
となどにより家賃収入が減少、また、駐車場収入も微減となっています。 

次に、業務受託料収入は、市の補助金や公益社団法人彦根観光協会からの業務受託料でありま
すが、観光協会の受託業務範囲の減少により、前年比 89.1％となっています。 

業績について、売上高（全事業）は、店舗での売上、ふるさと納税返礼品売上がともに増加し
たことから、前年比 119.2％となり、過去最高の 4 億 3,895 万円となっています。 

また、仕入れも売上に比例して増加、3 億 3,150 万円で前年比 124.3％となっています。 
一方、支出は、売場拡張に伴う店舗の改装や特定建築物調査による指摘があった箇所の改修、
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故障したエアコンの修理や入れ替えなどの修繕費が増加しています。次に、人件費については、
店舗改装に伴い新たなパート社員を雇用し接客体制の充実を図ったことに加え、4 月に正社員の定
期昇給を行うとともに 10 月には最低賃金の改定に合わせてパート社員の時給を上げていますが、
管理部門における正社員の削減を行ったことから、従業員給与全体では前年比 97.5％の微減とな
っています。また、容器包装費については、ふるさと納税返礼品に係る梱包資材の値上がりや石
油の供給不安により資材不足が見込まれることから、年度末に確保した分が貯蔵品在庫となり、
前年比 56.2％と減少しています。次に、雑給については「わるにゃんこ将軍」の出演を当社の直
営としたことから、スタッフのアルバイト賃金が増加し、逆にご当地キャラ協会へ委託料を計上
していた販売促進費が減少しています。次に、備品消耗品費は前年度の店舗名称変更に係る看板
類の掛け替え等の大きな支出がなかったことから、前年比 49.7％と大幅に減少しています。次に、
支払手数料については、キャッシュレス化の進展に伴う決済手数料等が増加、前年比 117.0％とな
っています。このように科目ごとに増減はありましたが、販売費および一般管理費全体では、最
終、前年比 98.0％の減少となっています。 

全体の損益について、経常利益は 2,622 万円、前年比 201.1％で過去最高となっています。また、
最終の当期純利益は 2,602 万円、前年比 197.2％で、4 年連続の黒字を達成することができました。 

＜部門別売上高＞ 
・ひこにゃんミュジアム 38,811 万円（前年対比 120.8％） 
・彩菜館 3,751 万円（前年対比 105.2％） 
・ひこね街なかプラザ 868 万円（前年対比 129.7％)  
・四番町スクエア第 2 駐車場 449 万円（前年対比  97.6％） 

次に、当社の売上を売場や業種、部門ごとにみると、ひこにゃんミュジアムの売上のうち店舗
での売上は、全体で前年比 128.8％となっています。このうち、農産物直売所である彩菜館の売上
は、一昨年秋以降の米不足と米の価格高騰から増加していましたが、今期 12 月頃から品薄や葉物
野菜の価格下落、仕入先の生産者の一部が高齢化で廃業されたこともあり減少しています。しか
しながら、年間を通しての売上は、増加し前年比 105.2％となっています。また、ふるさと納税の
返礼品は、前年比 114.4％となっています。次に卸売販売は、国スポ・障スポや J リーグレイラッ
ク滋賀のホームゲームなどに合わせて発注が増加したことにより、前年比 142.0％と伸びています。
次に駅前観光案内所に併設されている「いらっしゃいませ館」、いろは松駐車場の「観光センター」、
彦根城内で開催される「にぎわい市」を中心とした委託販売は、「いらっしゃいませ館」と「観光
センター」営業時間の短縮もあり、前年比 99.2％となっています。テナント家賃や駐車場収入、
会議室の貸出等による賃貸収入は、ひこにゃんショップの売場面積を拡大したことなどにより、
前年比 84.3％の減となりました。観光協会の店舗（いらっしゃいませ館、観光センター、にぎわ
い市）の運営業務受託料や公的機能を担っていることから交付される、市の補助金を計上してい
る業務受託料は、にぎわい市に係る公益社団法人彦根観光協会からの業務受託料が受託業務の範
囲が縮小したことから減少、また、市の中心市街地誘客事業補助金についても減額されており、
全体で前年比 89.1％となっています。

主たる事業の概況は次のとおりであります。 

① ひこにゃんミュジアム（ひこにゃんショップおよびお土産特産品コーナー）
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店舗における昨年度の売上は、過去最高の売上を計上することとなりましたが、団体の食事
客はコロナ前の水準に戻っておらず、更なる売上増を図るため引き続き京阪神、東海、北陸方
面を日帰りの重点誘客区域とした、旅行会社やバス会社に対して積極的な団体の立寄り客、食
事客の送客を働きかけていくことが必要となっています。また、ふるさと納税返礼品について
は、売上が増加しておりますが、2026 年 10 月からふるさと納税の制度が改正されることに伴
い、キリンビバレッジ関係の商品が返礼品として扱えなくなり、今後の新たな商品開発などに
取り組むことが必要となります。 

② ひこにゃんミュジアム「彩菜館」
観光客の誘致とともに、地元の数多くのお客様にシーズンを通してご来店いただける店舗とな

るため、生産者農産物直売所として取組を進めており、引き続き、市内の農家からの持ち込みと
ともに、ＪＡの直売所との差別化を図るため、これまでの東近江市や近江八幡市に加え長浜市な
ども視野に入れた生産者の確保に努めてまいります。また、これまで商店街と合同で開催してい
た 100 円市場は、2026 年からは、当社単独で実施することとなり、チラシの新聞折り込みは、
年金受給月に合わせて行っています。このように、地域にお住まいの来店者をリピーターにつな
げるためには、安定した米、野菜の品揃えが必要であり、引き続き出荷者（生産者）の獲得を目
指してまいります。

③ 「ひこね街なかプラザ」
現在、使用貸借により、公益社団法人彦根観光協会が１階の一部と 3 階の会議室を事務所お

よび会議室として、また、株式会社近畿日本ツーリスト関西が 3 階の一部をひこにゃんスタッ
フの控室として使用しております。このため、2 階会議室の貸出しと建物全体や共用部分の管理
が当社の業務となっています。これら施設の維持管理に要する経費につきましては、減価償却
費、租税公課を除き、さらに会議室等の貸出しによる賃貸収入を差し引いた残額が彦根市から
の補助金の対象となっています。

（２）設備投資の状況
株式会社もへろんスタジオが監修した１階の「MOHERON STUDIO ひこにゃんショップ」

の売場面積をこれまでの２倍の 33 坪に拡大し、5 月 31 日にリニューアルオープンしました。
また、特定建築物定期調査において数年来指摘を受けておりました排煙装置、非常用灯照明

などの設備不良個所の修理改善を行いました。さらに 3 階多目的ホール、2 階共用通路、街なか
プラザ２階共用部分のエアコンの改修工事を実施しました。その他商店街と合同で第 2 駐車場
の店舗案内看板の掛け替えを行っています。

（３）資金調達の状況
令和 7 年 12 月取締役会において、今後の設備投資計画が承認されるとともにキャッシュフロ

ーの脆弱性について指摘を受けたことから、新たに 18,000 千円（10 年返済）・2,000 千円（５
年返済）を株式会社滋賀銀行から借り入れています。このことにより、手持ちキャッシュが厚
くなり、売上に比して増加する仕入・経費の支払にも対応ができ資金繰りの懸念が解消されま
した。

また、来期に導入計画をしている POS レジシステムの更新や四番町スクエアお客様第二駐車
場の舗装工事にも対応できるものと考えています。なお、個人からの借入金は全額返済をいた
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しました。 

（４）会社が対処すべき課題
政府の経済見通しでは、「令和8年度は、所得環境の改善が進む中で、各種政策効果も下支え

となり、個人消費が増加するとともに、危機管理投資・成長投資の取組が進展する中で、設備
投資も増加するなど、引き続き、国内需要中心の経済成長となることが期待される。令和8年度
の実質GDP成長率は1.3％程度、名目GDP成長率は3.4％程度、消費者物価（総合）は1.9％程度
の上昇率になると見込まれる。ただし、海外経済の不確実性や金融資本市場の変動等の影響に
は、十分注意する必要がある。」とされています。

こういった中迎えております当社第24期は、春のトップシーズンである桜の開花期間とゴー

ルデンウィークを含む4月1日から5月末日までの店舗での売上高は、2025年度対比で132.0％と

好調を維持しています。今後は、引き続き徹底した経費削減に努めるとともに、これまで進め

てきた団体の立寄り客および昼食客の積極的な誘致を目指した受入体制整備を進めてまいりま

す。さらに、ふるさと納税をはじめとする観光動向に左右されない新たな事業や商品開発を精

力的に進めるなどの取組を加速させてまいります。
このような状況の中､今期については、次の項目を重点課題として取り組みます。 

① ひこにゃんミュジアム
中心市街地・四番町スクエアへの集客の核となる施設としての使命を果たすため、立ち寄り

の団体客および団体の食事客の誘致を一層進め、彦根城から街へ、街から彦根城への人の流れ
と周辺商店街のにぎわいの創出に努めます。また、近江牛、鮎、湖魚、地酒、銘菓など観光客
を対象とした郷土名産品、人気キャラクターのお菓子、土産品などの品揃えの充実を図ります。
さらに、「ひこにゃん」や新たなキャラクターである「わるにゃんこ将軍」などを前面に出した
商品の開発、充実に取り組みます。加えて、地元四番町スクエア協同組合とタイアップしたイ
ベントなどにも引き続き取り組んでまいります。

② ひこにゃんミュジアム「彩菜館」
生産者農産物直売所として契約農家からの出荷量を増加させるとともに、シーズン性を重視

した豊富な品揃え、観光客が求めやすい商品の充実に努めます。また、ＪＡ直売所との差別化
を図るため進めている近接する他市からの集荷による入荷量を増加させます。さらに、地元の
皆様にとって“便利で安心して、おいしい品物が買える店”を目指します。

③ 全般
令和 8 年度第 24 期の当社の事業は、地元商店街である四番町スクエア協同組合との連携によ

り、3939＊マルシェ、春の滋大祭、子どもや子育て世代をターゲットにしたイベントの展開に
より、四番町スクエアに訪れる動機となる「まちの魅力づくり」を進めます。さらに、彦根市
をはじめ、公益社団法人彦根観光協会や彦根商工会議所といった関係機関との連携を進め、集
客の核となる施設としての使命を果たすための取組を展開します。

一方、第三セクターである当社の経営健全化に向けた抜本的な経営の改革については、総務
省の「第三セクター等の経営健全化に関する指針」に沿って、当社に対する市の財政支援の
あり方を不断なく見直すとともに、観光動向に左右されない新たな事業展開や業務の受託を市
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とともに進め、さらに令和 5 年 4 月に策定した新たな『経営改善計画書』に沿って、引き続き
精力的に経営改革に取り組んでまいります。 

さらに、2028 年の彦根城世界遺産登録に向けて、市の取組に積極的に協力していくとともに、
登録となった場合の店舗のあり方や新たな商品開発、受入体制の整備などについて、意欲的に
検討を進めてまいります。 
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